
事業概要 【井川町IP告知システム更改】

実施地域 秋⽥県南秋⽥郡井川町（全域）、全国 事業費 199,819千円

実施主体 井川町 ⼈⼝ 4,402⼈

事業概要
井川町は2030年に⾼齢化率が50％を超える超⾼齢化⾃治体であり、労働⼈⼝の減少や⾼齢者への特別な
配慮が喫緊の課題となっている。また独居⾼齢者増加や核家族化等ライフスタイル変化により、地域コミュニティで
の相互共助の仕組みが重要となる。住⺠のウェルビーイングを向上、住みよいまちの創造、住⺠と⾏政、地域コミュ
ニティの繋がり、災害時の住⺠の安全等を強固し、迅速に情報連携のできるまちづくりを本システムにより解決する。

具体
サービス

⾃営光ネットワーク（IRU）と既存IP告知システム
を有効活⽤し、住⺠の利便性向上や住みやすいま
ちづくりに資する拡張機能を具備した情報配信サー
ビスを提供する。
＜提供サービス⼀覧（拡張機能）＞

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①アプリケーションダウンロード数
②ひとり暮らし・⾼齢者世帯等の安否確認件数
③情報伝達⼿段の世帯カバー率

【アウトカム指標（成果指標）】
①利⽤者満⾜度の向上率
②ＩＰ電話による⾼齢者相談件数の増加数
③関係⼈⼝の増加数

サービス①防災

サービス②運動⽀援

サービス④SNS連携

高齢者や障害者など各世
帯の状況に応じた個別最
適な避難情報等を迅速に
配信。

アプリ上の動画コンテンツ
も活用して運動をサポート
し、高齢者のフレイル予防
をはじめ、全ての人々への
支援推進。

専用スマホアプリを活用し
、自治体情報を町外者向
けに発信し、Uターン促進。

双方向型IP告知システム構成
イメージ図

町内在住者向け情報配信サービス
１ 災害情報配信

２ 運動⽀援情報配信

３ 個別遠隔相談
町外在住者向け情報配信サービス
４ 専⽤スマホアプリを活⽤した⾃治体情報配信

サービス③個別相談

行政と住民が端末を通じて
来庁せず相談できる環境を提供




